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有配偶女性の生活ストレス（第２報）　一夫婦関係とストレスー

　　　　　松岡英子＊　　Ｏ片山律子＊　　櫛原伊奈美¨

　　　　　　（＊信州大　，¨飯田女短大）

【目的】有配偶女|生か精神的安定を得るうえで、夫婦関係は大きな影響力をもつと考えら

れる。本報では、夫婦の基本属性およびは帯の特|生か夫婦関係をどのように規定している
かを検討したうえで、夫婦関係と妻アイデンティティおよび妻の心理的ストレス反応との

関係を探ることを目的とする。
【万方法】第１報に示したデータを用いて分析を行った。夫婦関係は夫婦のレジャー同伴性
（ショッピング、旅行など４項目）、夫の家事分担（6項目）、夫から妻への情緒的サポ

ート（心配ごとを聞いてくれる、アドバイスしてくれるなど６項目）、妻から夫への情緒
的サポート（心配ごとを聞いてあげる、アドバイスしてあげるなど６項目）の４変数で捉

えた。
【結果】夫婦のレジャこ同伴性（a=｡69）はライフステージ、妻の職業の有無、夫の就
労形態との関連がみられた。夫の家事分担（a＝.76）はライフステージ、妻の就労形態
との関連がみられた。夫から妻への情緒的サポート（a＝｡88）は妻の就労形態との関連
がみられた。妻から夫への情緒的サポート（"a=.83）はライフステージ、夫の学歴、妻
の就労形態との関連がみられた。妻アイデンティティは、妻が専業主婦および自営業の場
合に重視されており、夫婦のレジャー同伴性が高く、夫婦相互の情緒的サポートが多いほ
ど妻アイデンティティは高くなる。妻の心理的ストレス反応は、世帯収入に規定され、高
収入であるほどストレスは低くなる。また、夫婦関係のなかでは特に夫から妻への情緒的

サポートの影響を強く受けている。
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【目的】本報は有職・既婚女|生の基本属性および世帯の特|生と心理的ストレス反丿芯との関

係を検討したうえで、家庭生活と職業生活が心理的ストレス反応に与えている影響を明ら

かにすることを目的とする。
　【方法】第１報に示した対象者のうち、有職者980名のデータを用いて分析した。基本属
性および世帯の特|生とストレス反応との関係を検討し、「家庭生活」と「職業生活」に関

する諸変数（家庭および職場におけるストレッサーと想定される出来事、夫から妻への情
緒的サポート・職場の人からの情緒的サポート、家庭および職場の満足度、２つの生活場
TCIH ^´　・　　－　　●7･yJ'/-"4●●4゛1-゛'f･　'　　　　ﾐ‥面に応じた役割アイデンティティ)と心理的ストレス反応との関係を分析・検討した。
　【結果】対象者の就労形態は常勤26.6％、パート・臨時47.6％、自営・自由業24. 9％であ

り、職業は事務・販売が47.0％で最も多かった。ライフステージは子どもなし8.2%、子
ども6歳以下18.0%、子ども7～12歳21.2％、子ども13歳以上50.3％であった。ストレッサ
ーと想定される出来事のうち、家庭生活では｢家事や子育てで時間に追われたこと｣、職業

生活では｢仕事が多くて時間に追われたこと｣ぺの回答が多く、共働き女1生か時間に追われ
ている様子が示された。基本属性および世帯の粋l生の中で、妻の心理的ストレス反応と関
係があったのは世帯収入、妻の職業、夫の学歴であ､つた。分析に用いた家庭生活と職業生

活に関する諸変数は妻の心理的ストレス反応と関係がみられたが、家庭生活に関する変数
により高い相関が示されていることから、有職女性の心理的安定にとって職場より家庭の

影響が強いことが推察される。
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